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注目されている (松平 0廣瀬 0中村・菅波,2011)。このように,精神的健康とスポ
ーツとの関係については長短両面が複雑に交錯しており,検証すべき課題はいまなお

















































































































































































































25.07   5.30
20,0:    5。05
17.76    1.27
50.78   :2.34
21_0:    5.35
86.7:   35.36
4.45    4.66
122.49  10.90
23.00   5.7:
20。41    3.43
25.:9   5.04
24。03   5.75
29.00   4.57
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Tab!e2.各尺度間の相関 (Spearnano順位相関係抑
年齢 バレエ歴 B141 SRSED       Sull(TOTAL) (短縮版)
observing non『oacting
(FF10)     〔FF薔0)



















.079     .416
.846“° .779
。539
―.025      .029
‐.014     -.032
.253拿    .253拿
.468・・    .202
.312‐  .066




.056      -.167
.123      -.237
.145      -.168
.018      -.173
.019   -.375“
.319“  ―.467韓・
―.250拿
.099    -.003
-.023    ‐.064
-.118    -.027
-。i94    -.019
-.265事   ¨.093
-.058    -.028
-.297拿   ―.293・
―.036     .491・・拿
―.182      .356 拿ホ
















































説明変数 B       β       r    調整済 R2   AIC
mode1 l    BSQ 272      776~       9849     .596~         273.891
mode1 2    BSQ
′ヽレエ歴
.260     .742~       9426     .617~         271404
-400    -.165+       -2.105
mode1 3     BSQ                              .255    .729‐  9.548    640・Ⅲ    268.322
パレエ歴            -434 -.179拿   -2344




説明変数 B  β      ′  盟終済 R2  AIC
mode1 l  BSQ 081     545'*         5285     287~       200072
mode:2  BSQ
バレエ暦
071     478~         4808     369‐    190826
-322   -308林        -3095
mode:3   BS0               069   460"      4817   421ネ  184515
バレエ歴       -340 -325Ⅲ    -3406
awareness(FFMQ)   -2“ -244・   -2614























説明変数 B   β       ′   調 整 済 R2  AIC
mode1 l  BSO 069     521 ・・          4881      260'棒   189121
mode1 2    BSQ                063   476・・      4653   386・・  182588
nonルdge(FFMQ)    -268 -295“    セ883
mode1 3   BSQ               062   467・い      4715 379・・   179323
noiudge(FFMQ)     -236  -260・    -2594
awacness(FFMQ)    -230 -229・ セ32
mode1 4   BS0               058   443・" 4595  418'件  76211
nojudge(FTMQ)        -265  -291・・   -2977
avttre ness(FFMQ)      -263  -262・'      -2704
BSQ Xo医e rve(FFMQ)  139  222・   2 8
料隊=ρ<・004      **=ρく.01     *=ρく.05
17
lloderator
● Low Obserre(-l SD)









モデルの適合度指標には,GFI(Goodness of Fit lnde⇒,AG I仏街uste  Goodlless
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② あなたの性別は(  男 / 女 )
③ バレエの経験年数は )年



















全くない  1回/月  1回/週 2～3回/週 1回/毎日 2～3回/日以上
口匡電±      1       2       3        4        5
下剤    1     2    3     4      5

























1いやなときや,つらいとき,たくさん食べてしまいますか。 (41 131 (21 {
2まる1日.全く食事をとらないことがありますか (4) (3) (2) (
3食事に関する問題で,仕事や学校にさしつかえが出ていますか。 (41 (3) (21 (
4毎日の生活が,食べ物のことについやされてしまつていますか。 (41 (3) (2) {
5食べ出したら止められず,おなかが痛くなるほど無茶食いしたことがありますか。 (41 13) (2)
6食べ物の事で頭がいっぱいですか (41 (3) (2) (
7自分の食習慣を恥しいと思いますか。 (41 (3) (2) {
8食べる量をコントロー ルできないのでないかとIb配になりますか。 (41 (3) (2) (
9無茶食いするために.はめを外してしまいますか (41 (3) (21
0食べ過ぎた後,後悔しますか (4) (3) (2)
1あなたがもっと食べるよう,家族が望んでいるように思いますか。 (4) (31 (2) (
2みんなからやせているといわれますか (4) (3) (2)
3みんなが少しでも多くあなたに食べさせようとしていますか {41 (3) (2)
4体重が増えすぎるのではないかと心配をしますか。 (4) (3) (2) (
5下剤を使っていますか 14) (31 (21
6食べたカロリー を使いはたそうと一生懸命に運動していますか (4) (3) (2)
7いつも胃の中を空つぱにしておきたいと思いますか。 (41 131 (21
8食後,口E吐したい衝動にかられますか (4) (3) (2)
9体重が増えるのを恐いと思いますか (41 13) {2)
20あなたは体重にとらわれ過ぎていると思いますか。 (4) (3) (21
21みんなから非常にやせていると思われていますか。 (41 131 (2}
22食後.口E吐しますか。(吐き出す) (41 (3) (2)
23普通にご飯を食べた後でも,太った気になりますか (41 (31 (2)
24少しでも体重が増えると,ずつと増え続けるのではないかと心配になりますか。 (41 (3) (2)
25自分は役に立つ人間でみんなに必要だと思われていると思いますか 141 (31 (2)
26この頃,異性に対して関心がなくなりましたか (4) (3) (2)
27非常に多くの量を無茶食いしたことがありますか。 141 13) (21


























































3不合理または不適切な感情をいだいたことで自分を責める。 1 2 3 4 5
4自分の気分や感情に気づきつつ、それにどうしても反応してしまうということはない^
1 2 3 4 5
5何かをする時、意識がどこかにそれて簡単に気が散る。 1 2 3 4 5
6シャワーを浴びたり、入浴している時、お湯が自分の身体に当たる感覚に敏感である。 1 2 3 4
5
7私は、簡単に自分の信念、意見、期待を言葉にできる。 1 2 3 4 5
8空想にふけつたり、心配したり、さもなければ、気が散つて、自分がやつていることに注意を向けていない。 1 2 3 4 5




1 2 3 4 5
食べ物や飲み物がどのように自分の考え、身体の感覚、感情に影響を及ぼす
かに気づく^ 1 2 3 4 5
12私にとつて、自分が考えていることを表現する言葉を見つけるのは難しい。 1 2 3 4 5




1 2 3 4 5
15髪に吹く風や、顔に当たる日光などの感覚に注意を向ける。 1 2 3 4 5
16自分が物事についてどう感じているかを表現するぴつたりとした言葉を思いつくのに苦労する。
1 2 3 4 5
17自分の考えが良いか悪いか判断する。 1 2 3 4 5
18目の前で起きていることに集中し続けるのが難しいと感じる。 1 2 3 4 5
19つらい考えやイメー ジが浮かんだとき、大抵それに心を占領されることなく、一朱 下 がぅで子わ.λ弗音 諦 i^τぶく^ 1 2 3 4 5

















































21難しい状況で、慌てて反応することなく、一呼吸おくことができる。 1 2 3 4 5
22自分の身体に何かを感じた時、ぴつたりとした言葉を見つけることができないために、それを表現するのが難しい。 1 2 3 4 5
23自分がしていることをあまり意識せずに「自動操縦」で動いているみたいである。 1 2 3 4 5
24つらい考えやイメー ジが浮かんだとき、大抵じきに気持ちが落ち着く。 1 2 3 4 5
25自分の考え方に対してそんなふうに考えるべきではないと自分に言い聞かせる。 1 2 3 4 5
26物事の匂いや香りに気づく。 1 2 3 4 5
27ひどく混乱した時でさえ、何とかそれを言葉で表現できる。 1 2 3 4 5
28十分に注意を払わずに、性急に物事をすすめる。 1 2 3 4 5
29つらい考えやイメー ジが浮かんだとき、大抵何とかしようとせずにただそれらを見つめることができる^
1 2 3 4 5
30自分の感情のいくつかは不適当または不適切であり、それらを感じるべきではないと思うハ 1 2 3 4 5
31芸術や自然をみるとき、色、形、質感、光と影のパターンなどの視覚要素に注意を向ける. 1 2 3 4 5
32自分の体験を言葉で表現する傾向をうまれもっている。 1 2 3 4 5
33υbい石 え で ■'~ン
刀 浮｀ 刀
"た
こざ 、人 啓 て 7Lらに 罠 つ くた 1アで 双 つて お
′ 1 2 3 4 5
34自分がしていることに注意を払わずに自動的に仕事をしている。 1 2 3 4 5
35辛い考えやイメー ジが浮かんだとき、大抵その内容によって自分が良かつたのか栗かったのか評価する^
1 2 3 4 5
36目分 の恐 情 か どの よつに 目分 の考 えや行 動 に影響するか に注意 を同 けス 1 2 3 4 5
37たいてい現在自分がどのように感じているかをかなり詳細に表現することができる。 1 2 3 4 5
38気がつくと、注意を払わずに何かをしている。 1 2 3 4 5















1 2 3 4 5











































月tふり士す か ^ 1 3 4 5









1 2 3 4 5 6











よりやせていると感じたくて嘔吐したことはありますか。 1 2 4
‐6‐





1 2 3 4 5 6
くばみが出来るほどの肉付きが良いことについて心配したこ
とがありますか。 1 2 3 4 5 6
鏡や店のショー ウィンドー に写つたあなたの姿を見て自分の
体型が要しヽルがっかり1´,ことがありますか^
1 2 3 4 5 6
どれくらいぜい肉がついているか確かめるためにぜい肉が
什 L イヽ :^ スヽ 凱 会 券撻 ス・ネ ス f‐
「
ルボ ふ ‖士 十 外 _
1 2 3 4 5
自分の体が人から見られるような状況(更衣室、プールな
ど)を辞けたことがありますか_ 1 2 3 4 5
庫 什 f―L ルヽ威 Ilf‐f‐め ir下薔i夕伸 田 l_f―
「
ルが あ ιjます か ^ 1 2 3 4 5
他の人の前で極端に自意識過剰になつたことがあります
か _
1 2 3 4 5
体型が心配で、運動しなければならないと感じたことがあり
士すか ^
























1 神経過敏に感じましたか。 1 2 3 4 5
2絶望的だと感じましたか。 1 2 3 4 5
3そわそわ、落ち着かなく感じましたか。 1 2 3 4 5
4気分が沈み込んで、何が起こつても気が晴れないように感じましたか。 1 2 3 4 5
5何をするのも骨折りだと感じましたか。 1 2 3 4 5
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24 24 25 25
24 24 24 25 25
23 24 24 25 25
23 23 24 24 25
23 23 24 24 24
2  23 23 24 24
22 23 23 23 24
2  22 23 23 23
2  22 22 23 23
21  22 22 22 23
21  21 22 22 23
21  21 22 22 22
21  21 21  22 22
20 21 21  21  22
20 20 21  21  22
20 20 21 21 21
20 20 20 21  21
19 20 20 20 21
‐8‐
